
発生土置き場候補地の盛土形状について

・ 発生土置き場候補地の盛土形状については、令和４年１１月の第４回フォーラムで

ご説明したとおり、盛土の各断面について安定計算を実施しております。その後、

令和５年１１月に町へ最終的な盛土形状や安定計算の結果をお示ししました。

・ トンネル掘削土は、地質により締固め土量が変化するため、安定計算を行うにあ

たっては、余裕を持たせた土量で、盛土形状を決めています。

・ 盛土形状については、この最終的な設計成果を上限とするため、工事に伴い、盛

土高さを設計値よりも高くすることはありません。
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・ 左図のとおり、工事施工ヤードにおいて、当

社が用地取得を行った範囲内において、工

事施工ヤードの設計（切土、盛土の計画な

ど）を行いました。

・ 現地の地形を精査した設計の結果、２～３万

m3程度の土量が発生する見込みで、この土

量は、前述の余裕の範囲内です。

・ この発生土は、発生土置き場の環境保全に

係る手続き等が完了したあと、トンネル発生

土とともに発生土置き場へ搬入します。

・ それまでの間は、工事施工ヤード内で保管し

ます。

工事施工ヤードと用地取得範囲
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工事施工ヤード整備に伴う発生土について



発生土置き場候補地Aにおける用地取得状況について

・ 発生土置き場候補地Aの用地については、第３回フォーラムにて御嵩町から提示

のあった「要対策土について町事務方とJR東海の打合せ経緯について」のとおり、

令和４年１月１６日に地権者対象の説明会において、当社は「民有地を取得して対

応する。」と説明しました。

・ 令和４年１月１６日の説明会においては、御嵩町とＪＲ東海から以下の事柄を説明

しました。

・ 説明会以降、用地補償に関わる業務を行い、地権者の方々と個別に交渉、ご承諾

いただけた方から、契約を締結させていただきました。

・ 関係する地権者の方２５名と契約を締結させていただいております。

・ 発生土置き場候補地Aにおいて、当社が取得させていただいた範囲は、次ページ

の通りです。

※ 「リニア中央新幹線建設発生土を活用した造成計画について」説明会（R4.1）資料参照
（別途配布）
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発生土置き場候補地Aにおける用地取得状況について
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御嵩町内におけるボーリング調査（ウラン分析）位置について

・ 第４回フォーラムにおいてご説明した通り、ウラン分析を行ったボーリングの調査地

点は、下図の４箇所（①～④）です。

・ そのうち、御嵩町次月地区におけるボーリングの調査地点は④です。

①
②

③

④
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御嵩町内におけるボーリング調査（ウラン分析）位置について
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・ 調査地点④の詳細な位置は、下図のとおりです。
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御嵩町内におけるボーリング調査（ウラン分析）位置について

・令和５年１１月に町へお示しました、調査地点④のウラン濃度分析値は、下表のと

おりです。

調査地点
【トンネル深度】

測定深度 地質 ウラン濃度分析値（μg/g）

④御嵩町次月
【37m～46m】

GL-57.5m 花崗岩 5.7

GL-60.0m 花崗岩 2.0

※ 測定は、調査地点の北方に存在する美佐野鉱床の鉱化帯と同程度の深度で実施しています。
美佐野鉱床の鉱化帯については、第3回フォーラム（R4.9）ウランの特徴とウラン鉱床のでき方について（笹尾先生）
P9を参照ください。
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（参考） 瑞浪市内の南垣外工区にある3km区間（ウラン鉱床に地質が類似している区間）において、
発生土のウラン濃度の管理基準値を77μg/g以下とし、管理しています。


